
  

 

門前自治会

会長 野島貞夫

第Ⅰ部　地域の自主防災、自治活動に学ぶ
　　　②門前自治会　

　　　第３回二小避難地区合同防災訓練

第３回講座　平成２６年９月１７日(水)

平成２６年度

　防災まちづくり学校
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首都直下型地震に備えて、行政等と連携し、
住民による災害時避難所実践合同防災訓練

2.消防団第２分団地区協議会
今回の防災訓練の主催した

消防団第２分団地区協議会

（以下「地区協」）とは、

東久留米市内に消防団が

10分団ありその中の第２

分団の活動エリア内の

14自治会で構成される

協議会です。

　第2分団の支援活動及び

地区協内の情報交換、相互

親睦を図る活動を行って

います。
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・日　時 　平成26年5月18日(日)　午前9時30分～12時30分

・場　所 　市立第二小学校校庭・体育館（新川町1-14-16）

・参加者　約３３０名

・主　催　　東久留米市門前自治会　会長 野島貞夫

・協力団体代表

　　東久留米市消防第二分団地区協議会 会長 粕谷重次

　　二小避難防災訓練実行委員会

・企 画 　二小避難防災訓練実行委員会

・実行委員
　消防第二分団地区協議会 会長 粕谷重次

　消防第二分団地区協議会 副会長 小俣利夫
　消防第二分団地区協議会 副会長 野島貞夫
　消防第二分団地区協議会 顧問 野島栄治

・二小避難防災訓練 実行委員会
　委員長　西川保男（新川自治会）　

・実行委員
　木村哲男（落合自治会） 　西川哲夫（新川自治会）
　野口明（浅間町自治会） 　浅井猛彦（松ヶ丘自治会）
　兵藤義哉（松ヶ丘自治会）　野島武夫（門前自治会）

　大野孟（門前自治会） 　　香山健太郎（第三公務員住宅）

・事務局委員
　山本毅（ｽｰﾊﾟｰﾊﾟｯｸ自治会）　小川隆司（第二公務員住宅）

　保坂聡（第二公務員住宅）　五十嵐俊行（太平洋ｾﾒﾝﾄｱｻﾉ寮）
　光井正規（サニー大門ハイツ自治会）石渡祥文（氷川台一丁目睦会自治会）



  

 

・東久留米市消防第二分団団長　大野誠一

・東久留米市社会福祉協議会　岡野康嗣

・参加自冶会名称

新川町、落合、浅間町、松ヶ丘、門前、スーパーパック、
第二公務員住宅、第三公務員、太平洋セメントアサノ寮、

サニー大門ハイツ、氷川台一丁目睦会 等

・協力団体等
東久留米市立第二小学校、東京消防庁東久留米消防署、

東京消防庁新川出張所、東久留米市防災防犯課、
東久留米市消防第二分団、市赤十字奉仕用、

田無警察署、社会福祉協議会、防災まちづくりの会、
大門中学校青少協、CPR友の会 等

「平成「平成「平成「平成26年度東京都地域の底力再生事業助成」年度東京都地域の底力再生事業助成」年度東京都地域の底力再生事業助成」年度東京都地域の底力再生事業助成」
対象事業対象事業対象事業対象事業
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プログラム

8時　 防災本部テント設営

9時　 避難所運営連絡会の立ち上げ
　　　　 受付開始（参加者人数把握)

9時30分　 開会宣言

10時10分　 校庭と体育館にて防災訓練プログラム

11時30分 炊き出し訓練・試食

11時55分　 合同防災訓練講評及び閉会宣言
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避難所運営連絡会の立ち上げ及び受付

避難所運営連絡会立ち上げ
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開会式

並木市長来賓・参加
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避難所運営マニュアル講演会

東久留米市市民部
防災防犯課職員

大地震発生時避難大地震発生時避難大地震発生時避難大地震発生時避難



  

 

避難上の留意事項

・ 避難所には駐車場はありません。自動車による避難及び
家財の持ち込みはできません。

・ 避難時の携行品は、貴重品、照明具、最小限必要な食料
など応急必需品程度にとどめて下さい。火災等危険な状態
が切迫した場合においては、身体の安全を図るため荷物等
は放棄するよう指導する場合があります。

避難所について

【避難所の役割】
①災害発生直後においては、人命の安全確保と安全な避難場
所の提供を行います。

②住居等に被害を受け、ライフライン等の機能低下により生
活が困難な状況にある場合、生活支援を行います。さらにそ
の後は生活する施設として重要な役割を果たします。

東久留米市では、市内の小・中学校、高校の教育施設やスポーツセン
ター等を指定。
地震災害時は ２４箇所（二次避難所は１６箇所）
風水害時は １５箇所
（平成25 年10 月現在、詳しくは、防災マップでご確認ください。）

普段からご家族の集合場所は、どこなのか。集合場所へ安全に行くた普段からご家族の集合場所は、どこなのか。集合場所へ安全に行くた普段からご家族の集合場所は、どこなのか。集合場所へ安全に行くた普段からご家族の集合場所は、どこなのか。集合場所へ安全に行くた
めの経路、危険な場所などを事前に確認しておきましょう！めの経路、危険な場所などを事前に確認しておきましょう！めの経路、危険な場所などを事前に確認しておきましょう！めの経路、危険な場所などを事前に確認しておきましょう！

 

避難所の開設

� 避難所は市職員からなる
「避難班」または「避難
所初期活動班」の責任の
もとに施設管理者の協力
を得て避難所を開設しま
す。

� 避難所の開設は、原則的
に行政、施設管理者、避
難者（住民）の三者が協
力して開設する。

① 施設の解錠・開門

③ 避難所開設準備

④ 避難者の受入れ

⑤ 災害対策本部へ報告 （第1 報）

避難所の状況をとりまとめ報告

② いっとき避難場所へ誘導

避難所に受け入れる避難者

○ 次の３種類に大別されます。

　　　　(1)避難所に避難してきた被災者避難所に避難してきた被災者避難所に避難してきた被災者避難所に避難してきた被災者(住民住民住民住民)

　　　　(2)被災家屋に残る在宅被災者被災家屋に残る在宅被災者被災家屋に残る在宅被災者被災家屋に残る在宅被災者

　　　　(3)帰宅困難者など帰宅困難者など帰宅困難者など帰宅困難者など

を一時的な避難書として想定します。

避難所運営組織の設置

� 一箇所の避難所に派遣される市職員の人数は限られてお
り、行政が避難者の意見を取り入れたきめ細やかな避難
所運営まで行うことは、実際には困難となります。

� これまでの災害時における事例から、市職員がルールを
決めた避難所では住民と市職員の間でトラブルが多く見
受けられましたが、避難者が自主的に運営組織をつく
り、協議の上でルールを決め、運営を進めた避難所で
は、トラブルが少なかったことが知られています。この
ようなことから、避難所運営は、避難者による自主的な
運営が望ましいと考えられます。

� このことから市では、自主防災組織や地域の自治会など
の地域住民の協力を得て、避難所運営組織「避難所運営避難所運営組織「避難所運営避難所運営組織「避難所運営避難所運営組織「避難所運営
連絡会」連絡会」連絡会」連絡会」を各避難所に設置するよう努めます。

避難所運営連絡会

(1) 避難所運営連絡会の立ち上げ

①　避難所運営連絡会の立ち上げは、できるだけ早く行います。

(2) 運営連絡会の組織

① 運営連絡会は自治会の役員、自主防災組織の代表、各運
営班のリーダーや女性の代表などから構成する。

② 運営連絡会は、男女双方の視点に配慮した運営を効率的
に行えるように、役職・班を決めるようにします。

③ 避難所に派遣される市職員は、運営には携わりません
が、本部と連携し、災害対策にあたります。施設の管理者
も同様です。

④ 運営連絡会は、避難所内の意見・要望等を皆で共有でき
るよう、定期的に市職員、施設管理者を交えて会議を開催
します。



  

 

班の編成

・組織的かつ円滑に行えるようにする

・日常の自治組織を活用する

・災害時要援護者対策班を設置、災害時要援護者
用の窓口を設けて相談対応

・女性や乳幼児のニーズを把握するため、窓口に
は女性も配置

・班の代表者に「班長」「副班長」「班長」「副班長」「班長」「副班長」「班長」「副班長」を置く

　当該代表者が避難所を出る際は代理者を選出

班長の役割

１ 避難班からの指示・伝達事項の周知

２ 避難者数、給食数、物資の必要数の把握と報告

３ 物資の配布指示

４ 災害時要援護者の措置に対する協力

５ 施設の保全管理に対する協力

６ 各避難者の要望のとりまとめ

７ その他避難所の運営に必要な協力

各運営班の設置（例）

①会長・副会長 ： 運営連絡会の運営総括

②総務班 ： 避難所の管理、ボランティアの受け入れ、

市職員との連絡調整、運営連絡会事務局

③名簿班 ： 名簿の登録・管理

④食料班 ： 食料・飲料水等の管理・配給（炊き出し）

⑤物資班 ： 物資の管理・配給

⑥救護班 ： 救護、保育活動の支援

⑦衛生班 ： ゴミ、トイレ、掃除、衛生管理、生活用水の管理

⑧災害時要援護者対策班： 災害時要援護者の支援

⑨連絡・広報班： 情報の収集、避難者への伝達、記録

⑩防犯防火班： 避難所のパトロール、防火管理などの安全対策

避難所内の施設利用区域設定
（学校の場合）

用　途用　途用　途用　途 場　所場　所場　所場　所

避難者の利用可能なスペース 体育館、運動場

余裕教室など避難所の管理・運営 体育館入口

災害時要援護者等のための一時的なスペース 和室・多目的室・余裕教室

ペットのためのスペース 仮設テント・運動場など

通信や情報連絡
（仮設電話やホワイトボードの設置）

体育館、運動場など

医療活動やカウンセリング 保健室・医療用テント

着替え、洗濯物、授乳 余裕教室など

ごみ、トイレ 仮設テント、運動場など

避難所内の施設利用区域設定

① ① ① ① 施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、
避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。

② ② ② ② 避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。

③ ③ ③ ③ 避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。

※ 校長室、職員室、事務室については、学校教育の早期再開の
観点から避難者の利用スペースとしては使用しない。

注：保健室・調理室・放送室等については、原則として一般避難者
の立ち入りを禁止する。
　ただし、災害の状況に応じて運営連絡会と施設管理者とが協
議の上、使用できるものとする。



  

 

避難所内の施設利用区域設定

① ① ① ① 施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、施設そのものの管理運営区域と、避難所区域を分けるため、
避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。避難者立入禁止区域を設定。

② ② ② ② 避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。避難所運営組織使用区域、活動拠点・医療救護所等の設定。

③ ③ ③ ③ 避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。避難者区域の設定をする。各区域がわかる平面図を作成。

※ 校長室、職員室、事務室については、学校教育の早期再開の観点
から避難者の利用スペースとしては使用しない。

注：保健室・調理室・放送室等については、原則として一般避難者の立
ち入りを禁止する。
　ただし、災害の状況に応じて運営連絡会と施設管理者とが協議の
上、使用できるものとする。

避難所に設けるべきスペース

区分 設置場所など

①①①①避難所運営用避難所運営用避難所運営用避難所運営用

○○○○ 救護所 避難施設の玄関近く

○△○△○△○△ 事務室 ・避難施設の玄関近くに、受付とともに設ける。
・部屋を確保できない場合は、長机等で囲って事
務スペースを設ける。

○○○○ 広報場所 ・避難施設の玄関近くに、受付とともに設ける。
・避難者や在宅被災者向け「広報掲示板」と避難
所運営用向け「伝言板」を区別して設置。

会議場所 避難所運営組織等のミーティングが行える場所を
確保する。（専用スペースとする必要はない。）

仮眠場所 事務室や仮設テント等において、スタッフ用の仮
眠所を確保する。

上記「○」は当初から設ける。「△」は独立させることが望ましい

②救護活動用

○ 救護所 救護テントの設置や施設の医務室（保健室）を利
用するなどして、応急の医療活動ができる空間を
作る。

△ 育児室 就寝場所から離れた場所に確保する。

物資等の
保管場所

・ 救援物資などを収納・管理する。
・ 食料は、常温で保存できるものを除き、冷蔵庫
が整備されるまで保存はしない。

物資等の
配布場所

・ 天候に左右されないよう、屋根のある広い場所
を確保するか、又は屋外にテントを張る。

特設公衆
電話の設
置場所

・ 当初は、屋根のある屋外など、在宅被災者も利
用できる場所に設置する。
・ 日が経過するにつれ、避難所内の就寝場所に
声が聞こえないところに設ける。

③避難生活用

○△ 更衣室
（兼授乳場所）

・ 女性用更衣室は、授乳場所も兼ねることがある
ため、速やかに個室を確保する。（又は仕切りを設
ける。）

△ 相談室 できるだけ早く、個人のプライバシーが守られて相
談できる場所（個室）を確保する。

休憩所 ・ 共用多目的スペース。当初は部屋でなくても、
いすなどを置いたコーナーでもよい。

調理場
（電気調理
器具）

電気が復旧してから、電気湯沸しポット、オーブン
トースター、電子レンジ等を設置するコーナーを
設ける。（電気容量に注意が必要。）

遊戯場、勉
強場所

・ 昼間は子どもたちの遊び場として、夜間は勉強
の場として使用する。
就寝場所から少し離れた場所に設置する。

④屋外
仮設トイレ ・ 原則、屋外で就寝場所に臭いが届かない所、し尿収

集車の進入しやすい所、就寝場所から壁伝いで行け
る（高齢者や障がい者が行きやすい）場所とする。

ゴミ集積場 ・ 原則として、屋外で就寝場所に臭いが届かない所、ゴミ収集車
が侵入しやすい所に、分別収集に対応できるスペースを確保。

喫煙場所 ・ 原則として、屋外に設ける。ただし、学校など敷
地内禁煙の施設については設けない。

物資等の
荷下ろし場

・ トラックが進入しやすい所

炊事・
炊き出し場 

・ 衛生状態が安定してから、避難者が自ら炊事、炊き出しができ
る仮設設備等を屋外に設置する。

仮設入浴場
洗濯・物干場

・ 原則として、屋外でトラックが進入しやすく、ボイ
ラー等の使用や給水排水の確保ができる場所

駐輪場・
駐車場

・ 原則として、自動車・自転車の乗り入れは認めないが、住まい
を失い、置き場を失った場合は、他の用途に支障がない場合に
限定して一時的に許可する。

ペット飼育場所  ・ 原則として、屋外に設ける。



  

 

避難所で提供する生活支援の主な内容

《安全・生活等》《安全・生活等》《安全・生活等》《安全・生活等》

(1) (1) (1) (1) 安全の確保安全の確保安全の確保安全の確保

避難所は、災害発生時において、迅速・確実に避難者を受け入
れる安全な施設で、避難者の生命・身体の安全を守るこどが、第
一に優先される。

(2) (2) (2) (2) 水・食料・生活物資の提供水・食料・生活物資の提供水・食料・生活物資の提供水・食料・生活物資の提供

避難者に対し、飲料水や非常食、食材の供給、被服・寝具の提
供等を行う機能です。原則として、ライフラインの復旧、流通経
路の回復等に伴い必要性が減少します。

(3) (3) (3) (3) 生活場所の提供生活場所の提供生活場所の提供生活場所の提供

避難者に対し、一定期間にわたって、就寝や起居の場を提供す
る機能です。暑さ・寒さ対策、プライバシーへの配慮等生活環境
の改善が必要となります。

《保健、医療、衛生》《保健、医療、衛生》《保健、医療、衛生》《保健、医療、衛生》

(4) (4) (4) (4) 健康の確保健康の確保健康の確保健康の確保

避難者の傷病を治療する救護機能と健康相談等の保健医療
サービスを提供する機能です。初期の緊急医療、巡回健康相談
等が中心ですが、避難生活の長期化に伴い、心のケア等が重要
になります。

(5) (5) (5) (5) トイレなどの衛生的環境の提供トイレなどの衛生的環境の提供トイレなどの衛生的環境の提供トイレなどの衛生的環境の提供

避難者が生活を送る上で必要となるトイレ、風呂・シャ
ワー、ごみ処理、防疫対策等、衛生的な生活環境を維持する機
能であり、避難者の生活が続く限り継続して必要となります。

《情報、コミュニティ》《情報、コミュニティ》《情報、コミュニティ》《情報、コミュニティ》

(6) (6) (6) (6) 情報の提供・交換・収集情報の提供・交換・収集情報の提供・交換・収集情報の提供・交換・収集

避難者に対し、災害情報や安否情報、支援情報等を提供する
とともに、避難者同士が安否の確認や情報交換を行え、また、
避難者の安否や被災状況、要望等に関する情報を収集し、行政
等外部へ発信する機能です。時間の経過とともに必要とされる
情報の内容は変化することに留意する必要があります。

(7) (7) (7) (7) コミュニティの維持・形成コミュニティの維持・形成コミュニティの維持・形成コミュニティの維持・形成

避難している近隣の住民同士が、互いに励まし合い、助け合
いながら生活することができるよう従前のコミュニティを維持
したり、新たに避難者同士のコミュニティを形成する機能で
す。この機能は、避難生活の長期化とともに重要性が高まりま
す。

(8) 留意事項留意事項留意事項留意事項

・　食料提供等の救援対策は、避難所内外にかかわらず、救援を必要とする
被災者に同様に対応します。

・ 　時間の経過に応じて優先されるべき機能の重点化を図ることも重要。

時系列では、初期においては(1)の安全の確保を第一に、(4)の緊急医
療等による健康の確保、(2)の水・食料等の提供及び(6)の初動期の情報
の提供・交換等が最優先される機能であり、それに続いて他の機能。

・ 　避難所が長期にわたり開設されるときに、避難所での各サービスが単に
仮住まいの場を提供するという機能ではなく、生活再建・復興への支援とし
て機能。

・　避難者が単にサービスの受け手ではなく、災害弱者を支えながら、お互い
に助け合い、避難所運営に参加する。
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体育館で行われたプログラム

①各避難所防災無線連絡訓練

（携帯防災トランシーバーで訓練状況・
設営状況等連絡訓練等）

②ＡＥＤ心肺蘇生法体験

（市消防署：ＡＥＤ、及び、人口呼吸
用人体各4台にて訓練）

③避難所運営ゲーム　
　　HUG紹介
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体育館で行われたプログラム
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体育館で行われたプログラム

AED心肺蘇生法によって、大切な人を救えるかもしれません。
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①けむり訓練

②起震車　地震体験

③消防車・救急車内見学

④災害救助道具一式見学

⑤簡易トイレ設置

⑥停電夜間照明訓練

⑦子供用ミニ防火衣試着会

⑧トン汁・米炊き出し訓練

校庭で行われたプログラム
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校庭で行われたプログラム
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校庭で行われたプログラム
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炊き出し訓練

42

閉会式
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広報活動

①チラシ等で、参加自治会へ案内

②掲示板にポスターを貼り地域住民へ案内

③立て看板15セットにて、参加自治会内へ
告知案内

④当日、J:COM担当者によって録画撮影し
て頂き、多摩地域へ配信されました。

又、YouTube
｢【公式】いまどこ!? ｲﾚﾌﾞﾝ ﾁｬﾝﾈﾙ｣内の、

「いまどこ！？イレブン「いまどこ！？イレブン「いまどこ！？イレブン「いまどこ！？イレブン#277　　　　14/05/22号」号」号」号」

にて放送されています。
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ご清聴ありがとうございました


